
１　問題用紙は監
かん

督
とく

者
しゃ

の指示があるまで開いてはいけません。

２　�開始のチャイムが鳴ったら、最初に問題用紙と解答用紙に受験番号と氏名を�

記入してください。

３　答はすべて、解答用紙に記入してください。

1234（１）（２）　56（１）（２）の解答らんには、答のみ記入して
ください。

4（３）　6（３）の解答らんには、答のみでもよいです。ただし、答を出す
までの計算や図、考え方がかいてあれば、部分点をつけることがあります。

４　問題用紙の余
よ

白
はく

は自由に使ってよいです。

５　円周率は３.１４とします。

６　問題は１ページから１２ページまであります。
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　次の計算をしなさい。

（１）　（１８＋９×３－２）×｛１１１－（１＋９×７）｝

（２）　１２－
１
４＋

１
８－

１
１６＋

１
３２－

１
６４

（３）　１１５×（３.２５－２３４×０.５）－４÷（１１６＋１.２５×１.２）

１
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　次の問に答えなさい。

（１）　ある水
すい

槽
そう

を満水にするのに、Ａの管だけでは２０分、Ｂの管だけでは３０分かかり
ます。Ａ，Ｂ両方の管を使うと、何分で満水になりますか。

（２）　Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４人でじゃんけんを１回します。１人だけが勝つ手の出し方は
何通りですか。

（３）　周の長さが６６cmの三角形があります。３つの辺の長さはそれぞれ５cmずつち
がいます。最も長い辺の長さは何 cmですか。

（４）　ある列車が、長さ１０８０mのトンネルに入り始めてから出るまでに７８秒かかり
ました。また、同じ長さで同じ速さの列車とすれ違

ちが

うのに６秒かかりました。この
列車の速さは毎秒何mですか。

（５）　連続する３１個の整数があります。そのうち、奇数すべての和から偶数すべての
和を引くと６２になります。奇数すべての和はいくつですか。

２
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　ある遊園地の入場料金は、大人は１人５００円、子供は１人３５０円です。ただし、
子供が３人以上一

いっしょ

緒に入場する場合は、子供３人で大人２人分の料金になります。
例えば、子供１９人が一緒に入場する場合は、大人１２人、子供１人分の入場料金にな
ります。
　このとき、次の問に答えなさい。

（１）　大人１２人、子供１２人が一緒に入場するとき、入場料金の合計はいくらですか。

（２）　大人７人、子供１４人が一緒に入場するとき、入場料金の合計はいくらですか。

（３）　大人と子供を合わせて７０人が一緒に入場したとき、入場料金の合計は２７８５０円
でした。大人と子供の人数はそれぞれ何人ですか。

３
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。
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　図の太線ＡＢＣＤＥＦを、ℓを軸
じく

として１回転させてできる形の容器をＶとします。
　このとき、次の問に答えなさい。ただし、図の方眼の１目盛りの長さは１cmとし、
容器の厚みは考えないこととします。

４

（１）　Ｂを通りℓに垂直であるＶの切り口の面積をＸ、Ｃを通りℓに垂直であるＶの切
り口の面積をＹとするとき、ＸとＹの比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

（２）　Ｖの容積は　　×３.１４（cm3）になります。　　に当てはまる数はいくつですか。ア ア

【図】
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（３）　容器Ｖに水を満たし、ＣＤが水平になるようにゆっくり傾
かたむ

けたとき、容器Ｖに残っ
ている水の量は何 cm3 ですか。次の三角形の性質を用いて求めなさい。

【参考図】

左図のような、内角が３０°，６０°，９０°である
三角形の辺の比は、
ＰＱ：ＱＲ：ＲＰ＝１：２：１.７３　である。

Ｐ

Ｑ

Ｒ ３０°

６０°

三角形の性質
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　太
た

郎
ろう

くんは、下の【図１】のような直角と向かい合う辺の長さが１mの直角三角形
について、角の大きさ（ x°）が変わると直角三角形の「高さ」と「横の長さ」がどう
変化するかを計測して、【表１】にまとめました。

５

　この表を見ると、例えば、x°が１５°の直角三角形のとき、高さは０.２５８m、横の長
さは０.９６５mであることが分かります。（高さ）÷（横の長さ）が割り切れない場合は、
小数第４位を四捨五入することにしました。このとき、次の問に答えなさい。

（１）　【表１】の（ア）に入る値はいくつですか。

（２）　太郎くんはスキー場で、自分が滑
すべ

り降りた斜
しゃめん

面の「傾
けいしゃ

斜（ x°）」と「水平距
きょ

離
り

」を
調べることにしました。太郎くんが滑った距離は２００mで、高さは６８.４mであ
ることは分かっています。つまり、太郎くんが滑り降りた斜面を真横から見ると、
下の【図２】のようになっていました。

　このとき、太郎くんが滑り降りた斜面の「傾斜（ x°）」と「水平距離」をそれぞれ
答えなさい。

【図１】 【表１】

x° 高さ（m） 横の長さ（m）（高さ）÷（横の長さ）
１５° ０.２５８ ０.９６５ ０.２６７
２０° ０.３４２ ０.９３９ ０.３６４
２５° ０.４２２ ０.９０６ ０.４６６
３０° ０.５ ０.８６６ ０.５７７
３５° ０.５７３ ０.８１９ ０.７
４０° ０.６４２ ０.７６６ ０.８３８
４５° （ア） ０.７０７ １
５０° ０.７６６ ０.６４２ １.１９３

高さ

横の長さ

１m

x°

【図２】

  

水平距離

滑った距離
（２００m）

（６８.４m）
高さ

x°
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（３）　太郎くんがまとめた表は、測量の分野などでよ
く使われています。みなさんも、右のような道路標識
を見たことがあるかもしれません。右の道路標識は「道
路の上り勾

こうばい

配が９％」ということを表しています。つ
まり、右の標識は、【図３】のように「水平に１００m
進むと高さが９m上がっている」ということを表して
います。

　そこで、太郎くんは右の道路標識の「道路の上り勾
配が９％」で表される坂の勾配（図３の x°）が、およ
そ何度なのかを調べることにしました。
　坂の勾配を詳しく調べるには【表１】だけでは不十
分だと考えた太郎くんは、さらに細かく調べて【表２】
のようにまとめました。

　このとき、【表２】を利用すると、「道路の上り勾配が９％」で表される坂の勾配は、
「Ａ°からＢ°の間」であると考えられます。ＡとＢに入る整数を答えなさい。ただ
し、ＡとＢに入る整数は、「Ａ＝２，Ｂ =３」のようにＡとＢの差が１になるよ
うに答えなさい。

９％

x°

９m

１００m

x° 高さ（m） 横の長さ（m）（高さ）÷（横の長さ）
１° ０.０１７ ０.９９９ ０.０１７
２° ０.０３４ ０.９９９ ０.０３４
３° ０.０５２ ０.９９８ ０.０５２
４° ０.０６９ ０.９９７ ０.０６９
５° ０.０８７ ０.９９６ ０.０８７
６° ０.１０４ ０.９９４ ０.１０５
７° ０.１２１ ０.９９２ ０.１２２
８° ０.１３９ ０.９９ ０.１４
９° ０.１５６ ０.９８７ ０.１５８
１０° ０.１７３ ０.９８４ ０.１７６
１１° ０.１９ ０.９８１ ０.１９４
１２° ０.２０７ ０.９７８ ０.２１２
１３° ０.２２５ ０.９７４ ０.２３１
１４° ０.２４１ ０.９７ ０.２４８
１５° ０.２５８ ０.９６５ ０.２６７

【表２】

【図３】
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　花子さんの家から２km 離
はな

れたところに公園があります。花子さんは姉より先に
徒歩で、姉は後から走って、それぞれ家を出発し、一定の速さで家と公園を往復しま
した。下のグラフは、花子さんが家を出発してからの時間と、家から２人までの距

きょ

離
り

との関係を表したものです。
　このとき、次の問に答えなさい。

６

（１）　グラフの　　　から　　　の間に、姉と花子さんはそれぞれ何km歩きましたか。

（２）　姉と花子さんの速さの比を最も簡単な整数の比で表しなさい。また、　　　に
当てはまる値はいくつですか。

（３）　　　　に当てはまる値はいくつですか。割り切れないときは帯分数で答えなさい。

ア ウ

ア

イ

（km）
２

１.６

０.９

０ １５ ア イ ウ （分）
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このページは空白です。計算および下書きに使用してもかまいません。

問題はここまでです。




